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電解槽の材料構造と課題

再生可能エネルギー利用拡大に資する
新規エネルギーキャリア技術

燃料電池の本格普及を目指す
脱貴金属・4, 5族酸化物系酸素還元触媒
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運転条件
セル温度: 80℃
R. H. : 100
膜: Nafion211
H2/O2 = 0.2/0.3 MPa-G
ｱﾉｰﾄ:゙ Pt/C
ｶｿｰﾄﾞ担持量: 10 mg/cm2
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プロジェクト初年度に原理確認完了、
30%以上エネルギー変換効率向上

最も理論効率が高いエネキャリ合成
法である有機ハイドライド電解合成

O空孔にO2吸着
O2 → -OOH

-OO + H+ + e-

→ -OOH
-OOH + H+ + e-

→2 (-OH)

2 (-OH + H+ + e-)
→2 H2O

酸素空孔に酸素が吸着、逐次還元する反応機構を理論的、実験的に証明

再生可能エネルギーを大規模に高効率貯蔵・輸
送するトルエン電解水素化電解槽の原理を確認

有機錯体を原料とすることで酸化物触媒のナノ化
に成功し、5年間で触媒活性を1000倍以上に向上

様々な条件で試作
した触媒の分散液

触媒の基礎
的評価

小型単セ
ル試験

3E(Energy security, Economic growth, Environmental conservation) +S(Safety)の基盤としての

最近の業績リスト


